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（継続）                          【農薬】 
 

リスク評価の結果に基づく施策の実施状況調査シート 
評価品目名 ピラフルフェンエチル 

評価品目の分類 農薬 

用  途 除草剤 

評価要請機関 厚生労働省 

評価要請日等 平成19年3月5日付け厚生労働省発食安第0305020号 

評価要請の根拠規定 食品安全基本法第24条第1項第1号及び同条第2項 

評 価 目 的 農薬の食品中の残留基準を設定するに当たっての食品健康影響評価 

評価目的の具体的内容 － 

評価結果の概要 ピラフルフェンエチルの一日摂取許容量（ＡＤＩ）を0.17㎎/㎏体重/日と設定する。 

＜評価書「食品健康影響評価」抄＞ 

暴露量については、当評価結果を踏まえて暫定基準値の見直しを行う際に確認することと

する。 

（平成19年12月20日府食第1244号） 

関係行政機関における施策の実施状況 

施策の検討経過 平成20年 4月21日 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会において審議 

平成20年11月21日 薬事・食品衛生審議会から厚生労働大臣に答申 

施策の概要等 平成21年6月4日 食品規格に関する告示を公布 

        公布日より適用。ただし、一部の食品については平成21年12月4日から適用

。 

（施策の概要） 

食品衛生法第11条に基づき、食品、添加物等の規格基準を改正し、別表のとおり残留基準を

設定 

【リスク評価結果との関係】 

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会において、「国民栄養調査

結果に基づき試算される、１日当たり摂取する農薬の量（理論最大１日摂取量（ＴＭＤＩ））

のＡＤＩに対する比は、以下のとおりである。 

 

 TMDI／ADI(%) 

国民平均 0.2 

幼小児（１～６歳） 0.5 

妊婦 0.2 

高齢者（６５歳以上）   0.2 

 

」（報告書抜粋）とされている。 

 

施策の実効性確保措置 平成21年6月4日、告示の改正について、都道府県、保健所設置市、特別区、検疫所、地方厚

生局に対して通知し、周知するとともに監視指導を要請 

その他特記事項  

 

 

 

 

（継続１９下） 
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（継続）                          【農薬】 
 

リスク評価の結果に基づく施策の実施状況調査シート 
評価品目名 フルトラニル 

評価品目の分類 農薬 

用  途 殺菌剤 

評価要請機関 厚生労働省 

評価要請日等 平成19年8月28日付け厚生労働省発食安第0828001号 

評価要請の根拠規定 食品安全基本法第24条第1項第1号及び同条第2項 

評 価 目 的 農薬の食品中の残留基準を設定するに当たっての食品健康影響評価 

評価目的の具体的内容 － 

評価結果の概要 フルトラニルの一日摂取許容量（ＡＤＩ）を0.087㎎/㎏体重/日と設定する。 

＜評価書「食品健康影響評価」抄＞ 

暴露量については、当評価結果を踏まえて暫定基準値の見直しを行う際に確認することと

する。 

（平成19年12月20日府食第1245号） 

関係行政機関における施策の実施状況 

施策の検討経過 平成20年4月21日 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会において審議 

平成21年3月18日 薬事・食品衛生審議会から厚生労働大臣に答申 

施策の概要等 平成21年6月4日 食品規格に関する告示を公布 

        公布日より適用。ただし、一部の食品については平成21年12月4日から適用

。 

（施策の概要） 

食品衛生法第11条に基づき、食品、添加物等の規格基準を改正し、別表のとおり残留基準を

設定 

【リスク評価結果との関係】 

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会において、「国民栄養調査

結果に基づき試算される、１日当たり摂取する農薬の量（理論最大１日摂取量（ＴＭＤＩ））

のＡＤＩに対する比は、以下のとおりである。 

 

 TMDI／ADI(%) 

国民平均 21.6 

幼小児（１～６歳） 41.2 

妊婦 18.8 

高齢者（６５歳以上）   19.8 

 

」（報告書抜粋）とされている。 

 

施策の実効性確保措置 平成21年6月4日、告示の改正について、都道府県、保健所設置市、特別区、検疫所、地方厚

生局に対して通知し、周知するとともに監視指導を要請 

その他特記事項  

 

 

 

 

（継続１９下） 
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（継続）                          【農薬】 
 

リスク評価の結果に基づく施策の実施状況調査シート 
評価品目名 インダノファン 

評価品目の分類 農薬 

用  途 除草剤 

評価要請機関 厚生労働省 

評価要請日等 平成19年9月13日付け厚生労働省発食安第0913008号 

評価要請の根拠規定 食品安全基本法第24条第1項第1号 

評 価 目 的 農薬の食品中の残留基準を設定するに当たっての食品健康影響評価 

評価目的の具体的内容 － 

評価結果の概要 インダノファンの一日摂取許容量（ＡＤＩ）を0.0035㎎/㎏体重/日と設定する。 

（平成20年1月10日府食第28号） 

関係行政機関における施策の実施状況 

施策の検討経過 平成20年4月21日 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会において審議 

平成21年3月18日 薬事・食品衛生審議会から厚生労働大臣に答申 

施策の概要等 平成21年6月4日 食品規格に関する告示を公布 

        公布日より適用。ただし、一部の食品については平成21年12月4日から適用

。 

（施策の概要） 

食品衛生法第11条に基づき、食品、添加物等の規格基準を改正し、別表のとおり残留基準を

設定 

【リスク評価結果との関係】 

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会において、「国民栄養調査

結果に基づき試算される、１日当たり摂取する農薬の量（理論最大１日摂取量（ＴＭＤＩ））

のＡＤＩに対する比は、以下のとおりである。 

 

 TMDI／ADI(%) 

国民平均 7.0 

幼小児（１～６歳） 11.9 

妊婦 5.5 

高齢者（６５歳以上）   7.0 

 

」（報告書抜粋）とされている。 

 

施策の実効性確保措置 平成21年6月4日、告示の改正について、都道府県、保健所設置市、特別区、検疫所、地方厚

生局に対して通知し、周知するとともに監視指導を要請 

その他特記事項  

 

 

 

 

（継続１９下） 
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（継続）                          【農薬】 
 

リスク評価の結果に基づく施策の実施状況調査シート 
評価品目名 フルベンジアミド 

評価品目の分類 農薬 

用  途 殺虫剤 

評価要請機関 厚生労働省 

評価要請日等 平成19年11月9日付け厚生労働省発食安第1109009号 

評価要請の根拠規定 食品安全基本法第24条第1項第1号 

評 価 目 的 農薬の食品中の残留基準を設定するに当たっての食品健康影響評価 

評価目的の具体的内容 － 

評価結果の概要 フルベンジアミドの一日摂取許容量（ＡＤＩ）を0.017㎎/㎏体重/日と設定する。 

（平成20年1月31日府食第109号） 

関係行政機関における施策の実施状況 

施策の検討経過 平成20年4月21日 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会において審議 

平成21年3月18日 薬事・食品衛生審議会から厚生労働大臣に答申 

施策の概要等 平成21年6月4日 食品規格に関する告示を公布 

        公布日より適用。 

（施策の概要） 

食品衛生法第11条に基づき、食品、添加物等の規格基準を改正し、別表のとおり残留基準を

設定 

【リスク評価結果との関係】 

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会において、「国民栄養調査

結果に基づき試算される、１日当たり摂取する農薬の量（推定１日摂取量（ＥＤＩ））のＡ

ＤＩに対する比は、以下のとおりである。 

 

 EDI／ADI(%) 

国民平均 25.1 

幼小児（１～６歳） 39.2 

妊婦 22.2 

高齢者（６５歳以上）   26.1 

 

」（報告書抜粋）とされている。 

 

施策の実効性確保措置 平成21年6月4日、告示の改正について、都道府県、保健所設置市、特別区、検疫所、地方厚

生局に対して通知し、周知するとともに監視指導を要請 

その他特記事項  

 

 

 

 

（継続１９下） 
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（継続）                          【農薬】 
 

リスク評価の結果に基づく施策の実施状況調査シート 
評価品目名 エトキサゾール 

評価品目の分類 農薬 

用  途 殺虫剤（殺ダニ剤） 

評価要請機関 厚生労働省 

評価要請日等 平成19年3月5日付け厚生労働省発食安第0305008号 

評価要請の根拠規定 食品安全基本法第24条第2項 

評 価 目 的 農薬の食品中の残留基準を設定するに当たっての食品健康影響評価 

評価目的の具体的内容 － 

評価結果の概要 エトキサゾールの一日摂取許容量（ＡＤＩ）を0.04㎎/㎏体重/日と設定する。 

＜評価書「食品健康影響評価」抄＞ 

暴露量については、当評価結果を踏まえて暫定基準値の見直しを行う際に確認することと

する。 

（平成20年2月21日府食第188号） 

関係行政機関における施策の実施状況 

施策の検討経過 平成20年 7月30日 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会において審議 

平成20年11月21日 薬事・食品衛生審議会から厚生労働大臣に答申 

施策の概要等 平成21年5月8日 食品規格に関する告示を公布 

        公布日より適用。ただし、一部の食品については平成21年11月8日から適用

。 

（施策の概要） 

食品衛生法第11条に基づき、食品、添加物等の規格基準を改正し、別表のとおり残留基準を

設定 

【リスク評価結果との関係】 

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会において、「国民栄養調査

結果に基づき試算される、１日当たり摂取する農薬の量（理論最大１日摂取量（ＴＭＤＩ））

のＡＤＩに対する比は、以下のとおりである。 

 

 ＴＭＤＩ／ADI(%) 

国民平均 4.4 

幼小児（１～６歳） 10.9 

妊婦 4.2 

高齢者（６５歳以上）   4.9 

 

」（報告書抜粋）とされている。 

 

施策の実効性確保措置 平成21年5月8日、告示の改正について、都道府県、保健所設置市、特別区、検疫所、地方厚

生局に対して通知し、周知するとともに監視指導を要請 

その他特記事項  

 

 

 

 

（継続１９下） 
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